
入札参加資格の審査を開札後に行う競争入札です。

年 月 日

１ 担当部局

〒３７１－８５８０ 群馬県前橋市大手町１－１－１

群馬県警察本部警務部会計課調度・契約係

電話 （０２７）２４３－０１１０（内線２２１４～２２１６）

２ 工事概要等

(1)

(2) 邑楽郡大泉町中央１－１５１３－１ ほか 1箇所

(3)

(4) 約 5 ヶ月間 （令和 年 月 日～令和 年 月 日）

３ 入札参加形態

単体による参加

４ 入札参加資格

(1)

(2)

(3)

(4)

(5) 入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的関係がないこと（入札説明書参照）。

(６)

(７)

破産者で復権を得ない者でないこと。

地方自治法施行令第１６７条の４第１項に規定する契約を締結する能力を有しな い者及び

工 期 98 10

資格者名簿において群馬県内に本店、支店又は営業所があること。

記

30

方式）を行うので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の６の規定に基づき公告します。

3 31

工 事 名

この公告の工事の入札に参加できる者は、群馬県建設工事請負業者選定要領（以下「選定要領」とい

群馬県財務規則第１７０条第２項に規定する入札の参加制限を受けていない者であること。

群 馬 県 の 令 和 ８ ・ ９ 年 度 建 設 工 事 入 札 参 加 資 格 者 名 簿 で 、 電 気 工 事 の 格 付 け が A 等 級

会 社 更 生 法 に 基 づ く 更 生 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け た 建 設 業 者 又 は 民 事 再 生 法 に 基 づ く

22

された者であること。

信号柱の移設及び制御機更新等

交通信号機移設工事　（対照番号 １２３１ 号）

工 事 場 所

工 事 概 要

群馬県建設工事請負業者等指名停止措置要綱に規定する指名停止を受けていない者であること。

う。）第１０条に規定する建設工事入札参加資格者名簿に登載されている者のうち、入札の公告の日

再生手続開始の 決定を受け た建設業者に あって は、手続開始決定 後に 資格 者名 簿に 登載

から開札の日までの期間にわたり、次に掲げる要件を全て満たしているものとする。

入　　　札　　　公　　　告（ぐんま電子共同入札システムによる）

8令和

群 馬 県 警 察 本 部 長

について、下記のとおり一般競争入札（事後審査交 通 信 号 機 移 設 工 事

下「入札参加資格」という。）を定め、当該資格を有する者により当該入札を行わせる一般競争入札において、

9

なお、本案件は、地方自治法施行令第１６７条の５の２の規定に基づき入札に参加する者に必要な資格（以

丸 山　潤



(８)

(９) 

５ 入札説明書の配布期間及び方法

(1) 年 月 日 （ 水 ） ～ 年 月 日 （ 木

(2) ぐんま電子入札共同システムによる。

ＵＲＬ：https://portal.g-cals.e-gunma.lg.jp/portal/

上記による入手が不可能な者は、発注者と協議するものとする。

６

(1) 年 月 日 （ 水 ） 時から

年 月 日 （ 木 ） 時までの間

(2) ぐんま電子共同入札システムによる。

上記による提出が不可能な者は、発注者と協議するものとする。

７ 入札手続

(1) 年 月 日 （ 火 ） 時

(2) 年 月 日 （ 木 ） 時

(3) 年 月 日 （ 木 ） 時 分から

(4) 年 月 日 （ 金 ） 時 分から

(5)

８ その他

(1) 詳細は、入札説明書による。

(2) ぐんま電子入札共同システムは、土・日・祝日・年末年始（令和８年１２月２９日～令和９年１月３日）

は稼働しない。また、群馬県警察本部も同期間は閉庁となるため留意すること。

毎日（ただし、土曜日、日曜日、祝祭日及び正午から午後１時までの時間を除く。）

8

9

る者であること。

経験があり、申請日前３ヶ月以上継続して雇用している者を配置できること。

8 ） ま で の 毎 日30 令和

10

この公告の工事に対応する許可業種に係る監理技術者又は主任技術者（二級電気工事施工

過去１０年間に、この公告の工事と同種の工事についての施工実績（施工中の物件を除く。）があ

の者であること。

108

13

午後15

提 出 方 法

入 札 開 始 日 時

入札書提出締切日時

令和

4令和

910 午前8

30

午後

配 布 期 間 令和

8

9 午前

配 布 方 法

令和

入札参加資格確認申請書及び入札参加資格確認資料の提出期間及び方法

9

4

令和 8

8

提 出 期 間

10 8

午後 4

ぐんま電子入札共同システムによる入札

16 10令和

8

競 争 入 札 の 方 法

15

開 札 予 定 日 時

令和

8 午前

01内訳書開封予定日時 10

0010

管理技士又は第二種電気工事士等）で資格者証の交付を受けており、かつ、同種の工事の工事



１ 年 月 日 （ 水 ）

２

３ 担当部局

〒３７１－８５８０ 群馬県前橋市大手町１－１－１

群馬県警察本部警務部会計課調度・契約係

電話 （０２７）２４３－０１１０（内線２２１４～２２１６）

４ 工事内容等

(1)

(2) 邑楽郡大泉町中央１－１５１３－１ ほか 1箇所

(3) 別冊図面及び仕様書のとおり

(4) （令和 年 月 日～令和 年 月 日）

５ 入札参加形態

単体による参加

６ 条件付き一般競争入札（事後審査方式）に参加する者に必要な資格

(1)

復権を得ない者でないこと。

(2)

こと｡

(3) 群馬県建設工事請負業者等指名停止措置要綱に基づく指名停止を受けていないこと。

(4)

ついては、手続開始決定後、資格者名簿に登載された者であること。

(5)

群馬県競争入札心得第７条第２項の規定に抵触するものではないことに留意すること。

① 資本関係

手続」という。）が存続中の会社である場合は除く。

 　関係にある場合

イ　  親会社を同じくする子会社同士の関係にある場合

入　　札　　説　　明　　書

約 5 ヶ 月 間

公 告 日

工 事 内 容

工 事 名

工 期

いるものとする。　

8 31

群馬県警察本部交通部交通規制課

公告に基づく入札等については、関係法令に定めるもののほか、この入札説明書によるものとする。

交通信号機移設工事　（対照番号 １２３１ 号）

8

工 事 場 所

9 310

交 通 信 号 機 移 設 工 事

契 約 者 群 馬 県 警 察 本 部 長

令和

に 係 る 工 事 入 札

309

丸 山 潤

この公告の工事の入札に参加できる者は、群馬県建設工事請負業者選定要領（以下「選定要領」と

22

いう。）第１０条に規定する建設工事入札参加資格者名簿（以下「資格者名簿」という。）に登載されて

いる者のうち、入札の公告の日から開札の日までの期間にわたり、次に掲げる要件を全て満たして

会 社 更 生 法 （ 平 成 １ ４ 年 法 律 第 １ ５ ４ 号 ） に 基 づ く 更 生 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け た 者 又 は

入札に参加しようとする者の間に以下の基準のいずれかに該当する関係がないこと。

民 事 再 生 法 （ 平 成 １ １ 年 法 律 第 ２ ２ ５ 号 ） に 基 づ く 、 再 生 手 続 開 始 決 定 を 受 け て い る 者 に

なお、上記の関係がある場合に、辞退する者を決めることを目的に当事者間で連絡を取ることは、

次のいずれかに該当する二者の場合。ただし、子会社（会社法施行規則第３条第３項の規定

による子会社をいう。以下同じ。）又は子会社の一方が会社更生法第２条第７項に規定する更生

会社（以下「更生会社」という。）又は民事再生法第２条第４号に規定する再生手続（以下「再生

ア 親会社（会社法施行規則第３条第３項の規定による親会社をいう。以下同じ。）と子会社の

群馬県財務規則第１７０条第２項の規定に基づく県の入札参加制限を受けていない者である

地方自治法施行令第１６７条の４第１項に規定する契約を締結する能力を有しない者及び破産者で



② 人的関係

再生手続が存続中の会社である場合は除く。

　　者をいう。）が、他方の会社の役員を現に兼ねている場合

(ｱ) 株式会社の取締役。ただし、次に掲げる者を除く。

・会社法第２条第１１号の２に規定する監査等委員会設置会社における監査等委員である取締役

・会社法第２条第１２号に規定する指名委員会等設置会社における取締役

・会社法第２条第１５号に規定する社外取締役

　こととされている取締役

(ｲ) 会社法第４０２条に規定する指名委員会等設置会社の執行役

(ｳ)

こととされている社員を除く。）

(ｴ) 組合の理事

(ｵ) その他業務を執行する者であって、（ア）から（エ）までに掲げる者に準ずる者

 　 第２項の規定により選任された管財人を現に兼ねている場合

③ その他入札の適正さが阻害されると認められる場合

その他上記①又は②と同視しうる資本関係又は人的関係があると認められる場合

(6) 資格者名簿において群馬県内に本店、支店又は営業所があること。

(7)

(8)

(9) 

７ 入札参加資格確認申請書及び入札参加資格確認資料の提出

(1)

「資料」という。）を提出しなければならない。

とができない。

① 提出期間 年 月 日 （ 水 ） 時から

年 月 日 （ 木 ） 時までの間

② 提出方法 ぐんま電子入札共同システムによる。

ＵＲＬ：https://portal.g-cals.e-gunma.lg.jp/portal/

上記による提出が不可能な者は、発注者と協議するものとする。

の者であること。

毎日（ただし、土曜日、日曜日、祝祭日を除く。）

午後令和 10

れをもって申請書及び資料は受理されたものとする。ただし、「理由又は条件」欄に以下のとおり

9

また、ぐんま電子入札共同システムにより、競争入札参加資格確認通知書が発行されるので、こ

いう。）と６に掲げる入札参加資格を有することを証明するため 、入 札参 加資 格確 認資 料（ 以下

8

この公告の工事の競争入札の参加希望者は、次に従い、入札参加資格確認申請書（以下「申請書」と

30

イ 一方の会社の役員が、他方の会社の会社更生法第６７条第１項又は民事再生法第６４条

群 馬 県 の 令 和 ８ ・ ９ 年 度 建 設 工 事 入 札 参 加 資 格 者 名 簿 で 、 電 気 工 事 の 格 付 け が A 等 級

令和

8

経験があり、申請日前３ヶ月以上継続して雇用している者を配置できること。

8 午前

なお、申請期限日までに申請書及び資料を提出しない者は、この公告の競争入札に参加するこ

表示されており、本通知により入札参加資格が認定されたものではない。

管理技士又は第二種電気工事士等）で資格者証の交付を受けており、かつ、同種の工事の工事

る者であること。

社員（同法第５９０条第１項に規定する定款に別段の定めがある場合により業務を執行しない

ア 一方の会社の役員（会社法施行規則第２条第３項第３号に規定する役員のうち、次に掲げる

・会社法第３４８条第１項に規定する定款に別段の定めがある場合により業務を執行しない

次のいずれかに該当する二者の場合。ただし、アについては、会社の一方が更生会社又は

会社法第５７５条第１項に規定する持分会社（合名会社、合資会社又は合同会社をいう。）の

【事後審査の為、暫定的に資格「有」にて発行します。】

この公告の工事に対応する許可業種に係る監理技術者又は主任技術者（二級電気工事施工

過去１０年間に、この公告の工事と同種の工事についての施工実績（施工中の物件を除く。）があ

9

4



(2) 提出する書類は、次のとおりとする。

① 入札参加資格確認申請書（別記様式１）

② 同種の工事の施工実績（別記様式２）

③ 監理（主任）技術者等の資格・工事経験（別記様式３）

④ 経営規模等評価結果通知書の写し

⑤ ②、③を補足する資料

(3) 提出する書類は、次のとおり作成すること。

２８年度以降に工事が完成し、引き渡しが済んでいるものに限り記載すること。

① 施工実績

と。この場合記載する同種工事の施工実績の件数は１件でよい。

② 配置予定技術者

工事の経験の件数は１件でよい。

③ 契約書の写し

しを提出する必要はなく、ＣＯＲＩＮＳにより出力した「工事カルテ受領書の写し」を添付すること。

(4) 配置予定技術者選定にあたっての注意事項

提出した者は、直ちに当該申請書の取下げ（入札辞退）を行うこと。

ある。

ができる。

(5) その他

① 申請する書類の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。

②

断で使用しない。

③ 提出された資料は、返却しない。

④ 提出期限日以降における申請書又は資料の差し替え及び再提出は認めない。

（ただし、資格審査において疑義が生じた場合、提出を求めるものは除く。）

⑤ 申請書及び資料に関する問い合わせ先

〒３７１－８５８０ 群馬県前橋市大手町１－１－１

群馬県警察本部警務部会計課調度・契約係

電話 （０２７）２４３－０１１０（内線２２１４～２２１６）

８

計図書等」という。）の閲覧等

(1) 閲覧期日及び閲覧方法

① 閲覧期間 年 月 日 （ 水 ） ～ 年 月 日 （ 木

毎日

同一の技術者を重複して複数工事の配置予定技術者とする場合において、他の工事を落札した

他の工事を落札したことにより配置予定の技術者を配置することができないにもかかわらず入札し

なお、配置予定技術者を１人に特定できない場合は、複数の技術者を配置予定技術者とすること

別冊図面及び仕様書以外の詳細図面及び仕様書（金額抜き設計書）並びに現場説明書（以下「設

た場合においては、群馬県建設工事請負業者等指名停止措置要領に基づく指名停止を行うことが

令和 令和 8

ターの「工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）」に登録されている場合は、当該工事の契約書の写

なお、配置予定の技術者として複数の候補技術者の資格、同種工事の経験及び申請時に

６ (9)に掲げる資格があることを確認できる配置予定技術者の資格、同種の工事の工事経験及

なお、同種の工事の施工実績及び配置予定技術者の同種の工事の工事経験については、平成

ことにより配置予定の技術者を配置することができなくなったときは、入札してはならず、申請書を

9 30

６ (8)に掲げる資格があることを確認できる同種の工事の施工実績を、別記様式２に記載するこ

おける他工事の従事状況を記載することもできる。

） ま で の8

①及び②において別記様式２及び３に記載すべき工事が、一般財団法人日本建設情報総合セン

10

群馬県警察本部は、提出された申請書及び資料を、入札参加資格の確認以外に提出者に無

8

び申請時における他工事の従事状況等を別記様式３に記載すること。この場合記載する同種



② 閲覧方法 ぐんま電子入札共同システムによる。

ＵＲＬ：https://portal.g-cals.e-gunma.lg.jp/portal/

上記方法に加え、下記要領でも閲覧を行う。

① 閲覧期間 年 月 日 （ 水 ） ～ 年 月 日 （ 木

毎日、午前９時から午後４時まで

（ただし、土曜日、日曜日、祝祭日及び正午から午後１時までの時間を除く。）

② 閲覧場所 前記７(5)⑤に同じ。

(2)

（様式は自由）により提出すること。

① 提出期間 年 月 日 （ 水 ） ～ 年 月 日 （ 木

毎日、午前９時から午後４時まで

（ただし、土曜日、日曜日、祝祭日及び正午から午後１時までの時間を除く）

② 提出場所 前記７(5)⑤に同じ。

(3) 年 月 日 （ 金 ）

に対し書面により回答する。

(4) (3)の質問に対する書面の回答は、閲覧に供する。

① 閲覧期間 年 月 日 （ 水 ） ～ 年 月 日 （ 木

毎日、午前９時から午後４時まで

（ただし、土曜日、日曜日、祝祭日及び正午から午後１時までの時間を除く）

② 閲覧場所 前記７(5)⑤に同じ。

９ 現場説明会

行わない。

10 入札執行の日時及び場所等

(1) 年 月 日 （ 火 ） 時

(2) 年 月 日 （ 木 ） 時

(3) 年 月 日 （ 木 ） 時 分から

(4) 年 月 日 （ 金 ） 時 分から

(5) 前記７(5)⑤に同じ。

11 入札方法等

(1) 競争入札の方法 ぐんま電子入札共同システムによる入札

(2)

こと。

(3)

等の規定に抵触する行為をしないこと。

(4)

(5) 提出した入札書の引き換え又は変更は認めない。

(6) 入札執行回数は、原則として２回を限度とする。

(7)

提出を求め、随意契約に移行する場合がある。

4

16 午前 10

するので、入札者は、消費税及び地方消費税に 係る課税 事業 者で あるか免 税事 業者 であるか

を問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。

２回目の入札で落札候補者がいないときは、その入札における価格の下位の入札者に見積書の

入札に際しては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、地方自治法施行令、群馬県財務規

則、群馬県建設工事執行規程（昭和４０年訓令甲第２号）及び群馬県競争入札心得の規定を守る

落札候補者決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する額を加算

した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）をもって落札価格と

入札に際しては、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）

入 札 執 行 場 所

9

） ま で の令和 10

(2)により説明を求められたときは、

00開 札 予 定 日 時 令和 8 10

午後 4 01内訳書開封予定日時 令和 8 10

入札書提出締切日時 令和 8 10 15 午後

午前 9

8

8

ま で に 説 明 を 求 め た 者

30 ） ま で の

9

） ま で の

別冊図面及び仕様書並びに設計図書等に対する質問がある場合には、簡易な内容を除き書面

令和 8 令和 8 8109 30

309

15

入 札 開 始 日 時 令和 8 10 13

8 10

15令和 8

令和

令和

8 10

令和 8



12 入札保証金 免　除

13 契約保証

契約保証については、次の中から受注者が選択するものとする。

① 契約保証金の納付

② 金銭保証人（金融機関又は保証事業会社の保証）

③ 履行保証保険

④ 公共工事履行保証証券による保証（付保割合１０％以上）

⑤ 利付国債若しくは地方債

14 工事費内訳書の提出

(1)

(2)

したものであること。

(3) 工事費内訳書のファイル形式は一太郎、Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ又はＰＤＦによる。

(4) 工事費内訳書は、返却しない。

(5)

るものではない。

(6)

については、鋼管柱の費用を含めて算出すること。

15 開札

16 入札の無効

(1) 次の各号の一に該当する場合は、当該入札者の入札を無効とする。

① 入札に際し、不正の行為があったとき。

② 申請書又は資料に虚偽の記載を行った者のした入札

③ 入札者が同一の入札について、２以上の入札書を提出したとき。

④ 入札書の金額、氏名、又は重要な文字が誤脱し、又は不明確なとき。

⑤ ＩＣカードを不正に使用した者の入札

⑥

内訳書を提出した者のした入札

⑦ その他、入札に関する条件に違反したとき。

(2) 無効の入札を行った者を落札者としていた場合には、落札決定を取り消すものとする。

17 落札候補者の決定方法

落札候補者とする。

18 入札参加資格の審査と落札者の決定方法

加資格のある者を確認できるまで行う。

ない項目および満たさない理由を通知する。

開札は、１０に掲げる日時及び場所において、入札事務に関係のない職員を立ち会わせて行う。

工 事 費 内 訳 書 の 様 式 は自 由 で あるが 、設 計 書 と 同 項 目 と し、記 載 内 容 は 金 額 等 を 明 ら かに

工事費内訳書は、参考図書として提出を求めるものであり、入札及び契約上の権利義務を生じ

を ぐ ん ま 電 子 入 札 共 同 シ ス テ ム に よ り 提 出 す る こ と 。

諸経費の算出に当たっては、機器類及び鋼管柱の費用を含めずに算出すること。ただし、一般管理費率

ま た 、 入 札 者 又 は そ の 代 理 人 か ら 要 求 が あ っ た 場 合 に は 、 立 ち 会 い を 認 め る も の と す る 。

１４に規定する工事費内訳書の提出をしない者のした入札、又はその規定に従わない工事費

内で最低制限価格以上の価格をもって有効な入札を行った者のうち、最低入札価格で入札した者を

落札候補者の入札参加資格の審査を行い、審査の結果、入札参加資格があることが確認できれ

開札後、落札を保留し、群馬県財務規則第１６９条の規定に基づいて作成された予定価格の範囲

ば、その者を落札者と決定し、落札者決定通知書により通知する。審査の結果、入札参加資格がない

ことが、確認された場合は、有効な入札を行った次順位の者の入札参加資格の審査を行い、入札参

入札参加資格がないと認めた者には、入札参加資格不存在通知書により、入札参加資格を満たさ

第 １ 回 の 入 札 に 際 し 、 第 １ 回 の 入 札 書 に 記 載 さ れ る 入 札 金 額 に 対 応 し た 工 事 費 内 訳 書



19 入札参加資格がないと認めた者に対する理由の説明

る。

20 工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象に関する情報の通知

21 請負契約書の作成

建設工事請負契約書により、契約書を作成するものとする。

22 支払条件

前金払

部分払

23 火災保険を付することの要否

否

24

より締結する予定の有無

無し

25 審査請求

再審査請求を行うことができる。

提出先 〒３７１－８５８０

群馬県前橋市大手町１－１－１

群馬県警察本部警務部会計課調度・契約係

電話 （０２７）２４３－０１１０（内線２２１４～２２１６）

26 契約条項等を示す場所

覧できる。

(1) 閲覧期間 年 月 日 （ 水 ） ～ 年 月 日 （ 金

毎日、午前９時から午後４時まで

（ただし、土曜日、日曜日、祝祭日及び正午から午後１時までの時間を除く）

(2) 閲覧場所 〒３７１－８５８０

群馬県前橋市大手町１－１－１

群馬県警察本部警務部会計課調度・契約係

電話 （０２７）２４３－０１１０（内線２２１４～２２１６）

27 その他

(1) 入札参加者は、群馬県競争入札心得を熟読し、これを遵守すること。

(2)

に基づいて指名停止措置を行うことがある。

併せて通知すること（別記様式４）。

落 札 者 （ 随 意 契 約 の 場 合 に あっ て は、 契 約 の 相 手 方 ） は 、建 設 業 法 （ 昭 和 24 年 法 律 第 100 号 ）

第20条の2第2項の規定に基づき、工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象が発生するおそれ

事の入札・契約及び指名停止等措置に関する審査要領」の定めるところにより、群馬県警察本部長に対して

契 約 書 及 び 入 札 を 定 め て い る 県 建 設 工 事 執 行 規 程 及 び 関 係 規 則 等 に つ い て は 、次 に よ り閲

令和 8 9

約を締結するまでに、契約担当者に対して、その旨を当該事象の状況の把握のため必要な情報と

があると認 める時は、落 札決 定（ 随意 契約 の場 合に あっ ては、契 約の 相手 方の 決定 ）から請 負契

1630 令和 8 10 ） ま で の

入札参加資格がないと認められた者は、通知を行った日の翌日から起算して5日（群馬県の休日を

定める条例（平成元年条例第１６号）第1条第1項に規定する行政機関の休日を含まない。）以内に、群馬県

本手続きにおいて入札参加資格がないと認められた者で、１９に基づく回答に不服がある者は、「建設工

警察本部に対して入札参加資格がないと認めた理由について、書面により、説明を求めることができ

請　　負　　金　　額　　の　　４　　０　　％

有（請負金額により、工期中１～４回）

当該工事に直接関連する他の工事の請負契約を当該工事の請負契約の相手方との随意契約に

申請書及び資料に虚偽の記載をした場合は、群馬県建設工事請負業者等指名停止措置要綱



(3) 落札者は、７の資料に記載した配置予定技術者を当該工事に配置すること。

(4) 落札決定後、監理技術者等を適正に配置しない場合は、契約を締結しないことがある。

(5) 入札説明書を入手した者は、これを本入札手続以外の目的で使用してはならない。

(6)

て締結すること。

①

１項の規定に基づく課徴金の納付命令を行い、当該納付命令が確定したとき。

②

 

１項若しくは第９５条第１項第１号に規定する刑が確定したとき。

(7)

しない。また、群馬県警察本部も同期間は閉庁となるため留意すること。

発注者の請求に基づき、請負代金の１０分の１に相当する額を違約金として支払う旨の特約を含め

年法律第４５号）第９６条の６又は私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律第８９条第

この契約に関し、請負人が私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年

法律第５４号）第３条の規定に違反し、又は請負人が構成事業者である事業者団体が同法第８条

第１項第１号の規定に違反したことにより、公正取引委員会が請負人に対し、同法第７条の２第

この契約に関し、請負人（法人にあっては、その役員又は使用人を含む。）の刑法（明治４０

締結する契約書には、この契約に関し、請負人が、次のいずれかに該当したときは、請負人は、

ぐんま電子入札共同システムは、土・日・祝日・年末年始（令和８年１２月２９日～令和９年１月３日）は稼働



（別記様式 １ ）

年 月 日

あて

〒

㊞

年 月 日

（対照番号

１ 地方自治法施行令第１６７条の４（成年被後見人等）

２ 群馬県財務規則第１７０条第２項（入札参加制限）

３ 県からの指名停止の有無

４ 会社更生法・民事再生法に基づく手続開始の申立て

５ 人的関係の確認（役職名・役員名を記載）

６ 群馬県内に建設業法に基づく本店、支店又は営業所の有無

７ 入札説明書６(８)に定める施工実績を記載した書面

８ 入札説明書６(９)に定める配置予定技術者の資格等を記載した書面

９ 入札説明書７(２)に定める経営規模等評価結果通知書の写し

１０ ７，８を補足するための資料

該当する ・ 該当しない

該当する ・ 該当しない

入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書

交 通 信 号 機 移 設 工 事

誓 約 し ま す 。

記

１２３１

ついては、下記の書類を添えて申請します。

号）に係る入札に参加を希望するとともに､参加資格について確認されたく申請します｡

な お 、 入 札 参 加 資 格 確 認 資 料 及 び 添 付 書 類 の 内 容 に つ い て は 事 実 と 相 違 な い こ と を

該当する ・ 該当しない

該当する ・ 該当しない

該当する ・ 該当しない

住 所

商 号 又 は 名 称

代 表 者 職 氏 名

令和 ８ ９ ３０ 付 け で 入 札 公 告 の あ り ま し た

令和

群 馬 県 警 察 本 部 長 丸 山 潤



（別記様式 ２ ）

会社名：

交通信号機関連工事

（都県名・市町村名・地先名）

　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日、　　　ヵ月 

単体・ＪＶ（出資比率　　　％） 

同 種 工 事 の 条 件

工

事

名

称

等

工 事 名

発 注 機 関 名

施 工 場 所

契 約 金 額

工 期

発 注 形 態 等

確認資料（該当するほうに○）

ＪＣＩＳ検索システムのＣＯＲＩＮＳ登録番号 契約書の写し

工

事

概

要

等

規模・延長等

工 事 内 容

使 用 主 機 材

・ 数 量

施 工 条 件

同種の工事の施工実績



（別記様式 ３ ） （用紙Ａ４）

会社名：

（都道府県名・市町村名・地先名）

　　　　年　　月　　日 ～　　　　　年　　月　　日、　　　ヶ月

現場代理人・監理（主任）技術者 ※該当する役職に○をつけること

申請日前3ヶ月以上の雇用継続

契 約 金 額

監理（主任）技術者等の資格・工事経験

同種工事の条件

ＪＣＩＳ検索システムのＣＯＲＩＮＳ登録番号

従 事 役 職

工 事 内 容

契約書の写し

工 期

※　 公告において明示した参加資格が判断できる必要最小限の具体
　 的項目を設定すること。

同

種

工

事

経

歴

の

概

要

工 事 名

発 注 機 関 名

施 工 場 所

最 終 学 歴

法令等による免許

施 行 条 件 等

雇 用 の 状 況

確認資料（該当するほうに○）

配 置 予 定 技 術 者 の

従 事 役 職 ・ 氏 名



（都道府県名・市町村名・地先名）

　　　　年　　月　　日 ～　　　　　年　　月　　日、　　　ヶ月

現場代理人・監理（主任）技術者 ※該当する役職に○をつけること

※　この様式に記入したファイルを添付し、群馬電子入札共同システムにより提出すること。

落札後の配置
予定技術者の

対応措置

工 事 名

従 事 役 職

申

請

時

に

お

け

る

他

工

事

の

従

事

状

況

施 工 場 所

工 期

発 注 機 関 名



（別記様式 ４ ）

年 月 日

あて

〒

㊞

工事名：

□ 主要な資機材の供給の不足若しくは遅延又は資機材の価格の高騰

□ 特定の建設工事の種類における労務の供給の不足又は価格の高騰

その他連絡事項（空欄可）（自由記述：上記のほか工期等に影響を与えることが想定される情報等）

(※)　天災その他自然的又は人為的な事象により生じる発注者と受注者の双方の責めに帰する

ことができないものを記載

注　１　本通知書については、建設業法施行規則第１３条の１４第２項に規定する事象が発生するおそれがあると認め

るときに提出するものであり、当該事象の発生するおそれが認められない場合は、提出を求めるものではない。
　　 ２　本通知書を提出する場合は、落札決定（随意契約の場合にあっては、契約の相手方の決定）から契約締結ま

でに提出するものとする。
　　 ３　「上記事象の状況の把握のため必要な情報の入手先」欄においては、受注予定者の通常の事業活動におい

て把握でき、メディア記事、資材業者の記者発表又は公的主体や業界団体などにより作成・更新された一定の
客観性を有する統計資料等に裏付けられた情報を用いること。（一の資材業者の口頭のみによる情報など、真
偽を確認することが困難である情報は除かれることに留意すること。）

　　 ４　本通知書により通知した事象が契約締結後に顕在化した場合は、建設業法第２０条の２第３項により、請負契約

の変更についての協議を受注者から発注者に対して申し出ることができるが、当該協議については、本件工事
の請負契約の規定等（スライド条項の運用基準等を含む。）に基づき対応を行うものであることに留意すること。

　　 ５　本通知書を提出していない場合であっても、本件工事の請負契約の規定に基づき、請負契約の変更について

発注者に対して受注者から協議を申し出ることができる。

工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象に関する情報の通知書

令和

群 馬 県 警 察 本 部 長 丸 山 潤

住 所

商 号 又 は 名 称

代 表 者 職 氏 名

下記のとおり、建設業法第２０条の２第２項に基づき、発生するおそれがあると認める工

期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象に関する情報を通知します。

記

・発生するおそれのある事象(※)：（例）国際的な石炭価格上昇に伴うコンクリート価格の高騰

・上記事象の状況の把握のため必要な情報の入手先：（例）報道等のURLを記載又はファイルを添付

・発生するおそれのある事象(※)：（例）○○地震の復旧工事の本格化による交通誘導員の不足

・上記事象の状況の把握のため必要な情報の入手先：（例）報道等のURLを記載又はファイルを添付



令和　　　年　　　月　　　日

あて

㊞

私は、令和 年 月 日

（対照番号 号）

回答日令和　　年　　月　　日、  担当者名

注）　郵送の場合は、配達証明扱い以上の措置をとり、所定の期限内に到達したもののみを認める。

質問事項（複数の質問事項がある場合は、適宜別紙を使用のこと。）

に つ い て 、 下 記 の と お り

付 け で 条 件 付 き 一 般 競 争 入 札 公 告 の あ り ま し た

１２３１

記

商号又は名称

代表者職氏名

８ ９ ３０

交 通 信 号 機 移 設 工 事

回 答（質問事項に応じて、適宜別紙を使用のこと。）

質 問 が あ り ま す の で 回 答 し て く だ さ い 。

住 所

群 馬 県 警 察 本 部 長 丸 山 潤

質　問　・　回　答　書



年 月 日

邑楽郡大泉町中央１－１５１３－１ ほか 1箇所

１　機器費

２　柱類

３　材料費

４　労務費

５　交通誘導員費

６　直接工事費

７　諸経費対象金額

８　諸経費

　　内訳　①　共通仮設費

　　　　　　②　現場管理費

　　　　　　③　一般管理費

注１　入札書の金額と工事費計が必ず同じ金額であること。

うち建退共制度の掛金

氏 名

令和

一　式

工　事　費　内　訳　書

％

単 価

工 事 場 所

住 所

会 社 名

工 事 名 交通信号機移設工事　（対照番号 １２３１ 号）

1 式

摘 用金 額 構 成 比項 目 数 量 単位

一　式 ％

工 事 費 計 １００．０ ％

1 式

1 式

一　式

％

％

％

式

％

工事原価のうち現場
労働者の法定福利費
の事業主負担額

工事原価のうち安全
衛生経費

一　式

一　式

一　式

一　式

1

一　式

1 式

1 式



○対照番号：１２３１

○工事名称：交通信号機移設工事

○工事場所：邑楽郡大泉町中央１－１５１３－１ ほか 1箇所

路 線 名 告 示 工 事 場 所 工 事 概 要

県 道 大 泉 署

綿貫篠塚線 ７ ０ 号

主 要 地 方 道 大 泉 署

綿貫篠塚線 ９ １ 号

交差点改良工事に伴う信号柱の移設

交差点改良工事に伴う信号柱の移設

交通信号機工事場所一覧表

邑楽郡大泉町中央１－１５１３－１

邑楽郡大泉町朝日３－１８－１



（対照番号　１２３１　）　

（ ）

 設  計  額

　　　　　　内　　訳

名　　　　称 内　　　　　　 容 数  量 単　　価 金　　額

１ 交差点

１ 交差点

２ 交差点

交通誘導員Ａ 14.0

交通誘導員Ｂ 12.0

（交通誘導員計） 　１　式

数　量

2.7

0.4

0.208

13

104

発生材処分費 １　式

諸 経 費 内 訳 (機　器　費)

（鋼　管　柱）

諸 経 費 対 象 額

共 通 仮 設 費 計

共 通 仮 設 費

共 通 仮 設 費 補 正

現 場 管 理 費

一 般 管 理 費 （鋼管柱含む）

一般管理費補正 （契約保証）

諸 経 費 計

直 接 工 事 費

合　　　　　　計

消費税相当額 10%
総　　　　　　計

設　　計　　内　　訳　　書

 ○ 工事名称 ： 交通信号機移設工事　　○ 工事場所 ： 邑楽郡大泉町中央１－１５１３－１ ほか 1箇所

摘　　　　　　要

邑楽郡大泉町中央１－１５１３－１

邑楽郡大泉町朝日３－１８－１

　　　Ⅵ類　【そ     の     他（単位㎥）】

　　　Ⅳ類　【アルミニウム古くず（単位ｋｇ）】有価

　　　Ⅴ類　【ケーブル類重量（単位ｋｇ）】有価

　　　Ⅲ類　【鉄   く   ず（単位 ｔ ）】有価

交　差　点　計

　　　Ⅰ類　【コ ン ク リ ー ト 塊（単位 ㎥ ）】

工事費計

現　 場　 発　 生　 品　

　　　Ⅱ類　【アスファルト（単位 ㎥ ）】



 №１　【　大泉署７０号 / 邑楽郡大泉町中央１－１５１３－１ 】 （対照番号　１２３１　）　

名　　　　称 内　　　　　　 容 数量 単位 単　　価 金　　額

制御機取付金具ｾｯﾄ(鋼管柱用) TCS-6､制御機ﾊﾞﾝﾄﾞ付 1.0 式
車両用感知器用ｱｰﾑ 3.1m～5.0m 2.0 本
感知器用制御機取付金具 TCD 2.0 組
固定金具 片面用車両灯用,TAF-S 1.0 組
灯器ｱｰﾑ取付金具 車両灯･アーム長2.0ｍ以下 1.0 組
灯器ｱｰﾑ取付金具 歩行者灯･アーム長0.5ｍ 2.0 組
鋼管柱(銘板付) 9m直柱,190φ(亜鉛ﾒｯｷ) 2.0 本 管理票付
特殊鋼管柱(銘板付)地下埋用 9m直柱,190φ開口部付(亜鉛ﾒｯｷ) 1.0 本 管理票付
自己支持ｹｰﾌﾞﾙ SVV-SSW,1.25-8C 37.5 ｍ
自己支持ｹｰﾌﾞﾙ SVV-SSW,1.25-12C 14.0 ｍ
自己支持ｹｰﾌﾞﾙ SVV-SSW,2.0-19C 24.5 ｍ
ﾋﾞﾆｰﾙ絶縁電線 IV,5.5sq 6.0 ｍ
電線管ｾｯﾄ(19φ､制御機ｱｰｽ用) ﾋﾞﾆｰﾙ絶縁電線,ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ,ﾛｯｸﾅｯﾄ,IBTﾊﾞﾝﾄﾞ付 2.0 式
電線管 54φ 溶融亜鉛ﾒｯｷ 2.0 本 厚鋼
ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ 42φ 溶融亜鉛ﾒｯｷ 1.0 個
ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ 54φ 溶融亜鉛ﾒｯｷ 1.0 個
ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ 54φ 溶融亜鉛ﾒｯｷ 2.0 個
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 42φ 1.0 個
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 54φ 2.0 個
波付硬質合成樹脂管(FEP管) 65φ 5.5 ｍ
波付硬質合成樹脂管(FEP管) 80φ 3.0 ｍ
ﾍﾞﾙﾏｳｽ(FEP管用) 65φ 2.0 個
ﾍﾞﾙﾏｳｽ(FEP管用) 80φ 1.0 個
異種管接続材料(FEP管用) 65型 2.0 組
ｻﾄﾞﾙ US-50 6.0 個
立上りﾊﾟｲﾌﾟ用ﾊﾞﾝﾄﾞ （TPSB-SP59） 鋼管柱用 (36φ-54φ) 3.0 組
支持ﾊﾞﾝﾄﾞｾｯﾄ(専用柱190φ用) 強力ﾊﾞﾝﾄﾞ190φｼﾝﾌﾞﾙ付､巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟ22m㎡ 9.0 式 バインド線1.6㎜銅線付

支持ﾊﾞﾝﾄﾞｾｯﾄ(共架柱用) 強力ﾊﾞﾝﾄﾞ230φｼﾝﾌﾞﾙ付､巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟ22m㎡ 2.0 式 バインド線1.6㎜銅線付

架線ﾊﾞﾝﾄﾞｾｯﾄ(専用柱190φ用) 強力ﾊﾞﾝﾄﾞ190φ､引留碍子､ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ、座金 3.0 式 バインド線1.6㎜銅線付

架線ﾊﾞﾝﾄﾞｾｯﾄ(共架柱用) 強力ﾊﾞﾝﾄﾞ230φ､引留碍子､ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ、座金 1.0 式 バインド線1.6㎜銅線付

ﾊﾞｲﾝﾄﾞ線 1.6mm銅線 3.0 ｍ
4BDﾊﾞﾝﾄﾞｾｯﾄ HD-17､L型吊架金具WLH-2付 1.0 式
端子盤(挿入式) 32P (6線式) 1.0 個
接地棒 10×1000 3.0 本
建柱費(鋼管柱) 350kg以下 3.0 基
基礎工(鋼管柱) AS中 3.0 基
抜柱費(撤去復旧) CP柱･AS中 3.0 基
制御機取付費 各種(220･110) 1.0 基 配管配線･調整費含む

制御機取外費(再使用) 各種(220･110) 1.0 基
制御機取付費 音響･感知器・リチウム電池 2.0 基 配管配線･調整費含む

制御機取外費(再使用) 音響･感知器・リチウム電池 2.0 基
車両感知器取付 ﾍｯﾄﾞ･ｱｰﾑ 2.0 式
車両感知器取外(再使用) ﾍｯﾄﾞのみ 2.0 個
感知器ｱｰﾑ撤去費(廃棄) 2.0 本
灯器取付費 車両(両面)灯･ｱｰﾑ共 1.0 灯
灯器取外費(再使用) 車両(両面)灯･ｱｰﾑ共 1.0 灯
灯器取付費 歩行者灯･ｱｰﾑ共 2.0 灯
灯器取外費(再使用) 歩行者灯･ｱｰﾑ共 2.0 灯
文字板取外 歩行者灯用 8.0 枚
歩道部掘削埋戻 AS中 8.5 ｍ
FEP管敷設 管敷設 8.5 ｍ
取付配線工事費 1.0 式
現場発生品運搬 ﾄﾗｯｸ4ｔ－10 1.0 式

小　　　　　計

設　　計　　内　　訳　　書

摘　　　要



 №２　【　大泉署９１号 / 邑楽郡大泉町朝日３－１８－１ 】 （対照番号　１２３１　）　

名　　　　称 内　　　　　　 容 数量 単位 単　　価 金　　額

制御機取付金具ｾｯﾄ(鋼管柱用) TCS-6､制御機ﾊﾞﾝﾄﾞ付 1.0 式
角度調整金具 両面式車両灯用 1.0 式
灯器ｱｰﾑ取付金具 歩行者灯･アーム長0.5ｍ 2.0 組
灯器ｱｰﾑ 車両灯用2.5m､振止金具付 1.0 本
特殊鋼管柱(銘板付)地下埋用 9m直柱,190φ開口部付(亜鉛ﾒｯｷ) 1.0 本 管理票付

自己支持ｹｰﾌﾞﾙ SVV-SSW,2.0-19C 15.0 ｍ
自己支持ｹｰﾌﾞﾙ SVV-SSW,2.0-30C 17.0 ｍ
ﾋﾞﾆｰﾙｹｰﾌﾞﾙ SVV,1.25-4C 9.0 ｍ
ﾋﾞﾆｰﾙｹｰﾌﾞﾙ SVV,2.0-8C 7.5 ｍ
ﾋﾞﾆｰﾙｹｰﾌﾞﾙ SVV,2.0-30C 9.0 ｍ
ﾋﾞﾆｰﾙ絶縁電線 IV,5.5sq 2.0 ｍ
電線管ﾌﾙｾｯﾄ(鋼管柱用) 電源箱用25φｾｯﾄ､立上用54φｾｯﾄ､ｱｰｽ用19φｾｯﾄ 1.0 式 制御機柱用
電線管ｾｯﾄ(25φ､電源箱用) ﾋﾞﾆｰﾙ絶縁電線､U字型ﾉｰﾏﾙ,ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ､ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ付 1.0 式 ロックナット、ＩＢＴバンド付

ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ 42φ 溶融亜鉛ﾒｯｷ 1.0 個
ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ 54φ 溶融亜鉛ﾒｯｷ 2.0 個
ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ 36φ 1.0 個
ﾛｯｸﾅｯﾄ 36φ 1.0 個
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 36φ 1.0 個
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 42φ 1.0 個
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 54φ 2.0 個
金属製可とう電線管 30φ(防水型) 0.5 ｍ
ﾎﾞｯｸｽｺﾈｸﾀｰ WBG38(防水型)　絶縁ブッシング・ロックナット付 2.0 個
波付硬質合成樹脂管(FEP管) 80φ 5.0 ｍ
ﾍﾞﾙﾏｳｽ(FEP管用) 80φ 1.0 個
支持ﾊﾞﾝﾄﾞｾｯﾄ(専用柱165φ用) 強力ﾊﾞﾝﾄﾞ170φｼﾝﾌﾞﾙ付､巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟ22m㎡ 2.0 式 バインド線1.6㎜銅線付

支持ﾊﾞﾝﾄﾞｾｯﾄ(専用柱190φ用) 強力ﾊﾞﾝﾄﾞ190φｼﾝﾌﾞﾙ付､巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟ22m㎡ 4.0 式 バインド線1.6㎜銅線付

架線ﾊﾞﾝﾄﾞｾｯﾄ(専用柱190φ用) 強力ﾊﾞﾝﾄﾞ190φ､引留碍子､ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ、座金 1.0 式 バインド線1.6㎜銅線付

ﾊﾞｲﾝﾄﾞ線 1.6mm銅線 3.0 ｍ
端子盤(挿入式) 32P (6線式) 1.0 個
接地棒 10×1000 1.0 本
建柱費(鋼管柱) 350kg以下 1.0 基
基礎工(鋼管柱) AS中 1.0 基
抜柱費(撤去復旧) CP柱･AS中 1.0 基
制御機取付費 各種(220･110) 1.0 基 配管配線･調整費含む

制御機取外費(再使用) 各種(220･110) 1.0 基
灯器取付費 車両(両面)灯･ｱｰﾑ共 1.0 灯
灯器取外費(再使用) 車両(両面)灯々体のみ 1.0 灯
灯器ｱｰﾑ撤去費(廃棄) 車両灯用 1.0 本
灯器取付費 歩行者灯･ｱｰﾑ共 2.0 灯
灯器取外費(再使用) 歩行者灯･ｱｰﾑ共 2.0 灯
歩道部掘削埋戻 AS中 5.0 ｍ
FEP管敷設 管敷設 5.0 ｍ
取付配線工事費 1.0 式
現場発生品運搬 ﾄﾗｯｸ4ｔ－10 1.0 式

小　　　　　計

設　　計　　内　　訳　　書

摘　　　要



大泉７０Ｓ＝１：３００（Ａ３）Ｒ８．７

運用／集中管理番号１／２作成者

規制番号交差点名縮尺作成年月日 地点名称

規制番地図面番号

小泉駅入口

邑楽郡大泉町中央一丁目１５１３番地１先集中・定周期・ＵＤ子機／ＤＢ２４０７０

小泉駅入口

支 給 品

回 収 品

・ 端子箱１２芯×１

・ なし

○ 感知器制御機はGL1800にすること

○ 電線管は再利用取付け。

○ 施工時期は監督員指示を受けること。

○ １００Ω以上の場合は監督員指示を受けること。

流

れ

図

Ｙ

Ａ

Ｒ

Ｙ

Ａ

Ｒ

（２．０）

地

地

１２

ＣＰ・ＡＳ・県
（０２－１９７８）

（２４０７０１）

（３．０）

（３４．６×４）撤去
（３４．６×３Ｐ）撤去

Ｃ分離１Ｌ
電源は信号機から
ＥＡ２２８０Ａ
Ｋ０００００７２
２０１６．２ Ｎ

ＣＰ・ＡＳ・県
（０５－１９９１）

２０

ＵＣ－１型集中
ＵＤ伝送（ＵＤ－ＴＣＵ付き）
ＥＣ５４６２Ａ
Ｋ０９６０１１
２００９．１１ Ｎ

ＣＰ・ＡＳ・県
（０１－１９７８）

１２

ＣＰ・ＡＳ・県
（０３－１９７８）

２０

ＣＰ・ＡＳ・町
（０４－１９７８）

Ｅ Ｅ

Ｃ分離１Ｌ
電源は信号機から
ＥＡ２２８０Ａ
Ｋ０９３２６０８
２００９．１１ Ｎ

ＣＰ・ＡＳ・県
（０６－１９９１）

（４ＢＤ）

朝日９３
（０７Ｅ）

（４ＢＤ）

朝日５９３
（０８Ｅ）

Ａ

ａ

至

篠
塚

至 吉田

町
道

至 上小泉

至

坂
田

（県）綿貫篠塚線

（県）綿貫篠塚線

（３６．８×４）

（３７．４×８）

歩灯器はＬＥＤ電球

大泉７０
ＵＤ従局

大泉９０の連動親機

大泉２
ＵＤ主局

有線接続

大泉９０
（連動子機）

連動線
（１Ｙ） 文字板Ｂ×８ 撤去

（Ｄ２４０７０２）
（３．０）

（２．０）

挿入式
３２

特鋼（直）１９０φ・ＡＳ・県
（０１－２０２６）

０１柱～ＨＨ
歩道部掘削埋戻し・復旧はＡＳ ３．０ｍ
敷設
３．０×ＦＥＰ８０φ 特殊加工

・開口部
・ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ54φ／未使用：架空用
・ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ54φ／ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ54φ：車灯用
・ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ42φ／ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ42φ：歩灯用

標識「指定方向」共架

（２．０）

（３３．０×４）
（３３．０×３Ｐ）

４．０
（２４０７０１）

Ｂ

ｂ

ＵＣ－１型集中
ＵＤ伝送（ＵＤ－ＴＣＵ付き）
ＥＣ５４６２Ａ
Ｋ０９６０１１
２００９．１１ Ｎ

２０

（４ＢＤ）撤去

Ｃ分離１Ｌ
電源は信号機から
ＥＡ２２８０Ａ
Ｋ０００００７２
２０１６．２ Ｎ

鋼（直）１９０φ・ＡＳ・県
（０５－２０２６）

０５柱～ＨＨ
歩道部掘削埋戻し・ＡＳ復旧 ３．０ｍ
敷設 ＦＥＰ６５φ×３．０ｍ

４ＢＤ／Ｐ線用

（図面２／２に記載）

５４φ電線管／エントランスキャップ５４φ

道路管理者意見
１１月中旬ころに施工できるように

（転用）

（撤去）

距離は２／２に記載

地

※旧０１柱から転用

架空線は端子箱に接続すること
※挿入式は地下配線化時に接続予定



大泉７０Ｓ＝１：＊＊＊（Ａ３）Ｒ８．７

運用／集中管理番号２／２作成者

規制番号交差点名縮尺作成年月日 地点名称

規制番地図面番号

小泉駅入口

邑楽郡大泉町中央一丁目１５１３番地１先集中・定周期・ＵＤ子機／ＤＢ２４０７０

小泉駅入口

流

れ

図

Ｙ

Ａ

Ｒ

Ｙ

Ａ

Ｒ

Ｃ分離１Ｌ
電源は信号機から
ＥＡ２２８０Ａ
Ｋ０００００７２
２０１６．２ Ｎ

Ａ

ａ

（４ＢＤ）撤去

朝日５９４
（０９Ｅ）

Ｅ

ＣＰ・ＡＳ・県
（１０－２００９）

連動子機：大泉９０へ
（連動線４芯）
大泉９０管理

歩灯器はＬＥＤ電球

大泉７０
ＵＤ従局

大泉９０の連動親機

大泉２
ＵＤ主局

有線接続

大泉９０
（連動子機）

連動線
（１Ｙ）

（Ｄ２４０７０３）

（３．５）

（３２．３×８）撤去

１２

Ｂ

ｂ

（３６．５×３Ｐ）

（４ＢＤ）

（１１Ｅ）
朝日９０

特鋼１６５φ
大泉２管理

Ｅ

１２

（４３．０×４）撤去

（４１．５×４）

大泉２ 大泉７０

（ヤリ１．４）

（１３Ｅ）
朝日８５

Ｅ

（ヤリ１．０）

（１２Ｅ）
朝日８６

Ｅ （４０．５×３Ｐ）

（Ｄ２４０７０３）

４．５

１２

鋼（直）１９０φ・ＡＳ・県
（１０－２０２６）

１０柱～ＨＨ
歩道部掘削埋戻し・ＡＳ復旧 ２．５ｍ
敷設 ＦＥＰ６５φ×２．５

Ｃ分離１Ｌ
電源は信号機から
ＥＡ２２８０Ａ
Ｋ０９３２６０６
２００９．１１ Ｎ

（３５．２×８）

差

５４φ電線管／エントランスキャップ５４φ

（３５．２×８）撤去 転用



大泉９１Ｓ＝１：２００（Ａ３）Ｒ８．６

運用／集中管理番号１／２作成者

規制番号交差点名縮尺作成年月日 地点名称

規制番地図面番号

カスミ大泉店前

邑楽郡大泉町朝日三丁目１８番１号先集中・定周期・連動子機

なし

流

れ

図

Ｙ

Ａ

Ｒ

Ｙ

Ａ

Ｒ

（４．５）

（２．０）

感

感

（３．８）

（主）綿貫篠塚線

（主）綿貫篠塚線

町
道

町
道

至

東
小
泉
二
丁
目

至 朝日四丁目

至

中
央
一
丁
目

至 東小泉三丁目

３０

ＵＣ－Ｐ２２０
リコール１
連動子機機能
ＰＲＣ－２ＭｇＴ７２－１４Ｂ
２Ｍ３４８７
２００２．１２ Ｎ

ＤＣ２

ＣＰ・ＡＳ・県
（０１－１９８２）

３０

ＤＣ２
Ｃ分離１Ｌ
ＶＲ２１５０
２Ｌ１７０７
２００２．１２ Ｋ

鋼（直）１６５φ・ＡＳ・町
（０５－１９８２）

３０

ＤＣ２

ＣＰ・ＡＳ・県
（０４－１９８２）

３０

ＣＰ・ＡＳ・県
（０２－１９８２）

ＤＣ２

ＣＰ・ＡＳ・県
（０３－１９８２）

３０

ＤＣ２

３０

ＤＣ２
Ｃ分離１Ｌ
ＶＲ２１５０
２Ｌ１７０７
２００２．１２ Ｋ

鋼（直）１６５φ・ＡＳ・町
（０６－１９８２）

感 応 時

特殊部Ｌ－１１
500×1050×1500

特殊部Ｌ－１２
500×1050×1500

特殊部Ｒ－１２
500×1050×1500

特殊部Ｒ－１１
500×1050×1500

（２．０）

Ａ

ａ

大泉７０
（親機）

大泉９１
（子機）

連動線
（１Ｙ）

ホンダカーズ

カスミストア

２．５

３０

ＵＣ－Ｐ２２０
リコール１
連動子機機能
ＰＲＣ－２ＭｇＴ７２－１４Ｂ
２Ｍ３４８７
２００２．１２ Ｎ

ＤＣ２
挿入式
３２

特鋼（直）１９０φ・ＡＳ・県
（０１－２０２６）

０１柱～ＨＨ
歩道部復旧埋め戻し・ＡＳ復旧 ５．０ｍ
敷設 ５．０×ＦＥＰ８０φ 支 給 品

回 収 品

・ なし

・ なし

道路管理者意見
１１月中旬ころに施工できるように

特殊加工
・開口部
・ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ５４φ／ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ５４φ：架空用
・ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ５４φ／ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ５４φ：車灯用
・ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ４２φ／ﾀｰﾐﾅﾙｷｬｯﾌﾟ５４φ：歩灯用
・ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ３６φ／ﾌﾟﾘｶ接続：押ボ箱用

架空線は端子箱に接続すること
※挿入式は地下配線化時に接続予定

（２６．４×４）撤去

（２３．０×４）

（ＳＵ５０φ×３０．０ｍ）

○ 電線管は全て新品交換。

○ 立ち上がりケーブル新品交換
・ 制御機１９Ｃ

○ 施工時期は監督員指示を受けること。

○ １００Ω以上の場合は監督員指示を受けること。

（ＰＶ５０φ×１３．５）×２条



大泉９１Ｓ＝１：＊＊＊（Ａ３）Ｒ８．６

運用／集中管理番号２／２作成者

規制番号交差点名縮尺作成年月日 地点名称

規制番地図面番号

カスミ大泉店前

邑楽郡大泉町朝日三丁目１８番１号先集中・定周期・連動子機

なし

流

れ

図

Ｙ

Ａ

Ｒ

Ｙ

Ａ

Ｒ

感 応 時

Ａ

ａ

大泉７０
（親機）

大泉９１
（子機）

連動線
（１Ｙ）

Ｅ

至

大
泉
７
０

至

大
泉
９
１

下小泉４９０
（０７Ｅ）

（４ＢＤ）

Ｅ
（４９．５×４）

Ｅ
（３６．０×４）

Ｅ
（３９．０×４）

（２４０７０３）

下小泉４８９
（０８Ｅ）

（４ＢＤ）

下小泉４８８
（０９Ｅ）

（ヤリ０．６）

下小泉４８７
（１０Ｅ）

（ヤリ０．６）

特殊部
Ｌ－９
500×1050×1500

特殊部
Ｌ－７
500×1050×1500

特殊部
Ｌ－５
500×1050×1500

連動親機
大泉７０へ

（大泉７０管理柱）

（ＳＵ５０φ×９１．０ｍ）（ＳＵ５０φ×８９．０ｍ）

至

大
泉
９
１

至

大
泉
７
０

特殊部
Ｌ－３
1200×1800×3000

特殊部
Ｌ－２
1200×1800×3000

（ＳＵ５０φ×７２．０ｍ）（ＳＵ５０φ×５２．０ｍ）

大泉７０

Ｂ

ｂ

Ｂ

ｂ


